









学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目  プレセプシンの脊椎外科周術期における動態と基準値策定に関する研究                                    
                                                
 












一施設前向き観察研究である。術後 1 週以内に術後創傷感染症以外の理由で再手術が行われた 4 例と術後 6








【結果】術後創傷感染症非合併例 115 例のプレセプシン値（中央値）は、術前 126 、術直後 171 、術翌日
194 、術後 7日 147 pg/dLであり、術前と比べ術直後・術翌日で有意に上昇し、術後 7日で術前レベルに低
下した。従来のマーカーと比べ、術直後から上昇し、早期のピークアウト・正常化が認められた。術直後のプ
レセプシン値は、術中出血量と正の相関、手術時間と弱い正の相関を示した。術後創傷感染症を伴わない 115
例の 95パーセンタイル値は、術前 229、術直後 620、術翌日 396、術後 7日 297 pg/mLであった。術後創傷






準値は、術前＜230 pg/mL、術直後＜620 pg/mL、術後 1週＜300 pg/mLであった。従来の感染症診断マーカ
ーと比べ手術侵襲後のピークアウト・正常化が迅速であり、再上昇を捉えることで術後創傷感染症の早期診断
に有用である可能性が示唆された。 
